
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 約40項目
問題あり： 1件（重大）
要確認： 数件
問題なし： その他多数

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

人名・読み仮名  

記載内容： 「馬淵澄夫（まぶち すみお）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia、公式サイトで確認

生年月日  

記載内容： 「1960年8月23日」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 公式プロフィール、Wikipedia

出身地  

記載内容： 「奈良県奈良市出身」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 公式プロフィール

学歴  

記載内容： 「横浜国立大学工学部を卒業」
検証結果： ✓正確（より正確には「横浜国立大学工学部土木工学科」）
根拠・出典： Wikipedia、公式サイト

選挙区  

記載内容： 「奈良県第1区選出」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 立憲民主党公式サイト

当選回数  

記載内容： 「通算8回当選」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia、立憲民主党公式サイトで「8期」と確認
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国土交通大臣の任期  

記載内容： 「国土交通大臣に就任し（菅直人改造内閣、2010年9月～2011年1月）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia、国土交通省の会見記録で2011年1月14日に辞表提出を確認

2. 数値情報（重大な誤り発見）  

❌ 代表代行就任時期  

記載内容： 「2023年9月には党の代表代行（副代表）に就任し」
検証結果： ✗ 誤り（重大）
正しい情報： 2025年9月に代表代行に就任
根拠・出典： 選挙ドットコムの馬淵議員投稿「立憲民主党の党役員人事発表。代表代行に就任しました。
2025/9/11」、同じく「9月２日、階猛代議士と私が代表幹事となり、「幹成会」という党内の新しいグループを立ち
上げました。2025/9/3」と明記

影響度： この誤りは記事全体の信頼性に関わる重大な事実誤認です。2年もの時期のずれがあります。

年齢  

記載内容： 「1960年8月23日生まれの現在65歳」
検証結果： ✓正確（2025年10月29日時点で、8月23日の誕生日を過ぎているため65歳）
根拠・出典： 生年月日から計算

初当選年  

記載内容： 「2003年の初当選」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 公式プロフィール「平成15年11月 衆議院議員初当選」

在職年数  

記載内容： 「在職20年を超える国会キャリア」
検証結果： ✓正確（2003年～2025年で約22年）
根拠・出典： 計算により確認

3. その他の重要な事実関係  

政党遍歴  

記載内容： 「民主党分裂後は民進党、希望の党、旧国民民主党を経て立憲民主党に合流」
検証結果： ✓概ね正確
根拠・出典： Wikipedia

af://n3368
af://n3371
af://n3372
af://n3375
af://n3377
af://n3379
af://n3382
af://n3383


2021年総選挙での復帰  

記載内容： 「2021年の総選挙で国政に復帰しました」
検証結果： △要確認
補足： Wikipediaによれば、馬淵氏は2019年2月に樽床伸二氏の辞職による繰り上げ当選で既に国政に復帰してい
た。2021年は「復帰」ではなく「7期目の当選」が正確。元文書の記述に問題がある可能性。

内閣総理大臣補佐官  

記載内容： 「2011年に内閣総理大臣補佐官として政府の政策立案に関与」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 公式プロフィール「平成23年3月 内閣総理大臣補佐官(東北地方太平洋沖地震及び原子力発電所事故対
応担当)就任」

尖閣諸島沖ビデオ流出事件  

記載内容： 「海上保安庁映像流出問題で参議院による問責決議を受ける」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia

国会対策委員長就任  

記載内容： 元文書では触れられていないが、Wikipediaによれば2021年12月～2022年8月まで立憲民主党国会対策
委員長を務めた

検証結果： 記事では直接触れられていないが、歴任した役職として重要

改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 【最重要】代表代行就任時期の修正

誤：「2023年9月には党の代表代行（副代表）に就任し」

正：「2025年9月には党の代表代行（副代表）に就任し」

この誤りは記事全体（概要、本文中の複数箇所）に繰り返し登場しているため、全て修正が必要

2. 2021年総選挙の表現の見直し

「2021年の総選挙で国政に復帰しました」という表現は不正確。2019年に既に繰り上げ当選で国政
復帰しており、2021年は「7期目の当選」が正確。ただし、これは元のPDF文書の記述に由来する問
題のため、文書自体の確認が必要。

追加確認が推奨される情報  

1. 法案提出数の具体的数値：記事では「少なくとも数件」としているが、より正確な数値の確認が望ましい

2. SNSフォロワー数：記事中の「推定値」「概算値」とされている数値について、可能であれば最新の正確な数
値を確認

3. 2024年10月総選挙の結果：記事作成時点（2025年10月29日）では実施済みのはずの選挙結果の詳細

4. ブログ通算号数「1196号」：2025年10月時点での正確な号数
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総括  
記事は概ね正確ですが、「代表代行就任が2023年9月」という記述は2025年9月の誤りであり、これは重大な事実誤
認です。この1点は必ず修正が必要です。

その他の固有名詞、日付、数値情報は元のPDF文書の記載に忠実であり、公開情報とも一致しています。ただし、
元のPDF文書自体に若干の不正確さ（2021年の「国政復帰」の表現など）が含まれている可能性があります。
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